職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
精密部品メーカーにて◯年間、光学機器および半導体製造装置向け部品の精密加工を担当してまいりました。5軸マシニングセンタとワイヤー放電加工機を使用し、μm単位の公差が求められる小ロット部品の加工プログラム作成から寸法検査までを一貫して担当しています。試作段階では設計担当者と加工方法を相談しながら、加工条件表と作業標準書に残して量産へ引き継ぐ流れづくりにも取り組んできました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：光学機器・半導体製造装置向け精密部品の受託加工メーカー（従業員約◯名／小ロット多品種生産）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：精密機械技術職
【担当業務】
・5軸マシニングセンタによる光学部品の精密切削加工（公差±◯μm、月◯品番程度）
・ワイヤー放電加工機を用いた半導体製造装置向け微細部品の加工および段取り（月産◯個）
・CAD/CAM（CATIA V5・Mastercam）での加工プログラム作成と切削条件の設定
・三次元測定機・表面粗さ測定機による寸法検査、検査記録と加工条件表・作業標準書の整備
【実績】
・主力部品で工具選定と切削条件、治具の支持位置を見直し、加工サイクルタイムを従来比約◯%短縮したうえで手順を標準書に反映
・工程別の測定データを整理して寸法ばらつきの発生工程を特定し、段取り手順を変更して当該品番の良品率を◯%から◯%に改善


■活かせる経験・知識・スキル
・5軸マシニングセンタ・ワイヤー放電加工機の操作、段取り、工具交換と刃先管理
・CAD/CAMによる加工プログラム作成と加工条件の設定・修正
・三次元測定機、真円度・表面粗さ測定機による測定と検査記録の作成
・幾何公差（GD&T）の読み取りと測定方法の検討、加工条件表・作業標準書の作成
■資格
・機械加工技能士1級（マシニングセンタ作業）（20XX年X月取得）
・品質管理検定（QC検定）2級（20XX年X月取得）
■自己PR
測定データをもとに加工条件を組み立て直し、精度と加工時間の両立を図ることが私の強みです。主力部品で寸法のばらつきが公差の上限に寄っていた際は、三次元測定機の測定結果を工程ごとに切り分けて確認し、工具選定と切削条件、治具の支持位置を見直したうえで、判断の根拠を加工条件表に記録して他の担当者でも同じ結果が出せる状態にしました。貴社でも、測定結果から原因を切り分ける進め方で、高精度部品の安定した作り込みと後工程への技術伝承に貢献したいと考えております。
以上
